
７ 広報まえばし

嶺
公
園
墓
地
の
分
譲
を
行
い
ま
す
。

種
別
、
価
格
な
ど
は
下
表
の
と
お
り
。

こ
れ
以
外
に
も
、
一
年
間
の
管
理
料

と
し
て
、
墓
地
の
大
き
さ
に
よ
っ
て

二
千
八
百
三
十
円
〜
七
千
五
百
六
十

円
が
必
要
で
す
。
資
料
は
市
役
所
公

園
緑
地
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
今
回
か
ら
希
望
の
区
画
を
自
由

に
選
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
同
じ
区
画
に

複
数
の
人
が
申
し
込
ん

だ
場
合
は
、
十
月
三
日

�
午
前
十
時
か
ら
抽
選

会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
申
し
込
み
の

な
か
っ
た
区
画
は
、
十

月
十
八
日
�
か
ら
先
着

順
で
分
譲
し
ま
す
。

対
象
＝
本
市
に
住
民
登

録
を
し
て
い
て
、
三
年

以
内
に
墓
碑
を
設
置
で
き
る
人
　
申

し
込
み
＝
９
月
24
日
�
〜
26
日
�
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に
嶺
公
園
管

理
事
務
所（
�
２
６
９
―
３
８
３
８
）

へ
直
接

○
…
問
い
合
わ
せ
は
公
園
緑
地
課
�

８
９
０
―
６
８
４
２
へ
。

都
市
計
画
公
園
の
決
定
に
つ
い
て

素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
こ

の
素
案
に
つ
い
て
公
聴
会
を
開
催
し

ま
す
。

□
素
案
の
概
要

前
橋
都
市
計
画
公
園
の
追
加
で
す
。

名
称
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

名
称
＝
荻
窪
公
園
　
位
置
＝
荻
窪
町

面
積
＝
約
三
十
・
一
�

□
閲
覧

日
時
＝
９
月
17
日
�
〜
10
月
１
日
�

の
執
務
時
間
内
　
場
所
＝
県
庁
都
市

計
画
課
、
前
橋
土
木
事
務
所
、
市
役

所
都
市
計
画
課

□
公
聴
会
の
開
催

こ
の
素
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る

人
は
、
公
述
人
と
し
て
公
聴
会
で
意

見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
＝
10
月
13
日
�
午
後
７
時
　
会

場
＝
総
合
福
祉
会
館
（
日
吉
町
二
丁

目
）

�
公
述
申
込
書
の
提
出

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
意

見
の
要
旨
（
四
百
字
以
内
）
を
書
い

た
「
公
述
申
込
書
」
を
十
月
一
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
県
庁
都
市
計
画
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
公
述
人
の
選
定

公
述
の
希
望
者
で
同
じ
趣
旨
の
意

見
が
多
数
あ
る
場
合
な
ど
は
、
人
員

を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
、
知
事
が

公
述
人
を
選
定
し
ま
す
。

�
公
聴
会
の
傍
聴

傍
聴
し
た
い
人
は
、
当
日
会
場
へ

直
接
。
入
場
は
先
着
順
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
県
都
市
計
画
課

�
２
２
６
―
３
６
５
４
、
市
都
市
計

画
課
�
８
９
０
―
６
９
４
８
へ
。

「
思
い
や
る
　
心
と
心
の
　
安
全

ぐ
ん
ま
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
九
月

二
十
一
日
�
か
ら
三
十
日
�
ま
で
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
、

車
で
出
掛
け
る
機
会
も
多
く
な
り
ま

す
。
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を

守
り
、
思
い
や
り
と
い
た
わ
り
の
心

を
持
っ
て
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
、次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

□
多
発
す
る
高
齢
者
の
事
故
防
止

�
通
り
慣
れ
た
道
で
も
横
断
前
に

必
ず
安
全
を
確
か
め
る
�
ド
ラ
イ
バ

ー
は
高
齢
者
を
見
た
ら
減
速
・
最
徐

行
す
る
。

□
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
対
策
の
推
進

�
ド
ラ
イ
バ
ー
は
夕
暮
れ
時
に
は

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
�
歩
行

者
や
自
転
車
利
用
者
は
目
立
つ
色
の

服
装
や
反
射
材
を
活
用
す
る
。

□
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

�
助
手
席
同
乗
者
に
は
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
後
部
席
同
乗

者
に
も
着
用
を
促
す
�
子
ど
も
の
発

育
に
応
じ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

使
用
し
正
し
く
装
着
す
る
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
交
通
政
策
課
�

８
９
０
―
６
２
６
３
へ
。

十
月
は
「
土
地
月
間
」、
十
月
一
日

は
「
土
地
の
日
」
で
す
。
土
地
は
限

ら
れ
た
貴
重
な
資
源
。
わ
た
し
た
ち

の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
不
可
欠

な
基
盤
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
土
地
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

□
公
共
の
福
祉
が
優
先

土
地
は
、
利
用
方
法
に
よ
っ
て
、

周
囲
に
大
き
な
利
益
や
損
害
を
及
ぼ

し
ま
す
。
公
共
の
福
祉
を
優
先
さ
せ

る
た
め
、
そ
の
取
得
・
処
分
や
利
用

に
は
制
限
や
負
担
が
あ
り
ま
す
。

□
適
正
で
計
画
的
な
利
用
を

周
囲
の
土
地
利
用
の
状
況
や
地
域

の
条
件
に
応
じ
て
、
土
地
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
計
画
や
規
制
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
従
っ
た
、
適
正
で
合
理
的
な

利
用
が
必
要
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
都
市
計
画
課
�

８
９
０
―
６
９
５
０
へ
。

日
時
＝
10
月
１
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
群
馬
銀
行
前
橋
支

店
（
本
町
二
丁
目
）

内
容
＝
地
価

評
価
な
ど
の
相
談

○
…
問
い
合
わ
せ
は
県
不
動
産
鑑
定

士
協
会
�
２
４
３
―
３
０
７
７
へ
。

区画が自由に選べます

21
日
か
ら
秋
の
交
通
安
全
運
動

思
い
や
り
の
心
で
事
故
防
ぐ

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

貴
重
な
資
源
大
切
さ
考
え
て

荻
窪
公
園
を
都
市
計
画
公
園
に

閲
覧
し
公
聴
会
で
ご
意
見
を

不
動
産
鑑
定
士
の
相
談
も

嶺公園墓地の種別・分譲価格・分譲基数
種　別 分譲価格 分譲基数

Ａ型
（5.0�）

洋式
（カロート付）
和式
洋式
（カロート付）
和式

洋・和式

定型
（カロート付）

53万6,000円

30万円

75万8,000円

49万5,000円

90万円

31万3,000円

60基

46基

38基

58基

26基

16基

Ｂ型
（7.5�）

Ｃ型
（12.0�）

芝生
（4.5�）


